
① 屋久島・口永良部島ユネスコエコパークの拡張申請に向けた
進捗状況について 

 

屋久島町環境政策課 

 

○ これまでの経過 （平成 26 年度第 2回屋久島世界遺産地域科学委員会以降） 

１ 第 4回屋久島・口永良部島ユネスコエコパーク地域推進協議会の開催 

 （平成 27 年 2 月 23 日 屋久島離島開発総合センター） 

 ・第 3回会議に提案した屋久島・口永良部島生物圏保存地域申請書に対する意見をとりまとめ、修

正した申請書について了解を得た。 

 

２ 申請書等の提出事務 

 ① 平成 27年２月 27日 屋久島・口永良部島生物圏保存地域申請書（和文）を提出 

 ② 平成 27年４月 30日 屋久島・口永良部島生物圏保存地域申請書（和文）修正版を提出 

 ③ 屋久島・口永良部島生物圏保存地域申請書英訳業務を執行。 

・平成 27年 3月 23 日に（株）南アカデミーアイビーエス外語学院と契約 

・平成 27年 6月 29 日に業務完了 

 ④ 平成 27年６月 29日 屋久島・口永良部島生物圏保存地域申請書（和文）修正版を提出 

             屋久島・口永良部島生物圏保存地域申請書（英文）を提出 

             主な種リストを提出 

（屋久島野生植物目録 1992、屋久島原生自然環境保全地域調査報告

書 1984 年、平成 12年度生態系多様性地域調査（口永良部島公園区

域拡張調査）報告書から作成） 

             管理・運営方針（案）を提出 （申請書から抜粋し作成） 

３ 町民への周知 

 ① 各集落の総会開催に合わせ、屋久島・口永良部島ユネスコエコパークの拡張申請の経過を説明

した。 

  4 月 19 日(日) 小瀬田、長峰、安房、平内 

4 月 22 日(水) 松峯 

4 月 23 日(木) 高平  

4 月 25 日(土) 春牧、平野、小島、船行  

4 月 28 日(火) 尾之間  

4 月 29 日(水) 一湊 永田、栗生 

② 屋久島・口永良部島生物圏保存地域申請書（和文）等のホームページ掲載 

 

資料５別紙３ 



４ 平成 27 年 5月 27 日発生 口永良部島新岳噴火に係る対応 

 ユネスコエコパークの拡張申請の見直しが必要か、今回の申請を見送る必要があるかも含めて、

協議をした結果（関係行政機関とのメール相談）町長・副町長から、口永良部島の復興策の位置づ

けを期待し予定どおり申請することとした。 

 

５ ゾーニングに伴う緩衝地域設定に係る土地使用権利者との協議 

 国有地のうち共用林野となっている地域のうち、世界遺産地域に隣接する部分の利用については、

核心地域に影響が及ばないよう配慮される緩衝地域として確認を行った。 

 ・屋久島町船行 鍋山国有林 109 林班お小班の一部 

 ・屋久島町平内 波砂岳国有林 47 林班に・り小林班、48林班ぬ・と小 9林班の一部 

 ・屋久島町栗生 黒味国有林 25林班ぬ・る小班の一部 

 

○ 今後のスケジュール 

 ８月 24日 日本ユネスコ小国内委員会 第 33回 MAB 計画分会においてヒアリング 

９月上旬 申請書の最終調整と署名手続き 

９月下旬 ユネスコへの推薦 

 

その他 

１ 本年10 月6日（火）～８日（木）に第 14 回東アジア生物圏保存地域ネットワーク会議（EABRN）

が志賀高原で開催される。併せて、日本ユネスコエコパークネットワーク（JBRN）が発足し、

屋久島・口永良部島ユネスコエコパークとして参加予定。 

・場所：志賀高原総合会館９８ ホール 及び 志賀高原プリンスホテル 

２ 第 28 回 MAB-ICC（人間と生物圏 計画国際調整理事会）は BR 世界 大会に合わせ、 2016 年 

3 月に ペルーのリマで 開催され、当初、9 月に審査を予定していた白山 、大台ケ原・峯山、

屋久島の拡張登録申請の審査は、当会議で審査される見込みである。 


